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1. 本誌 は､物 性 の研 究 を共 同 で促 進 す るた め､研 究 者 が その研 究 ･意

見 を自由 に発 表 し討 論 しあ い､ また､研 究 に関連 した情 報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡描

載 内容 は､研 究 論 文､研究 会 ･国際 全 盲義な どの報 告 ､講 義 ノー ト､

研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス な どです ｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ い ては､原則 と して審 査 を行 な い ませ

ん｡但 し､編i集 者 が本誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と言忍め た も

の につ い て は､改訂 を求 め､ また は掲 載 を拒 絶 す る こ とが あ ります｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑 誌 に引用 す る と きは､著 者 の承.諸 を

得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さい ｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰 原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のペー ジ数 を節 約 す るため

に極 力簡青紫にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい ｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は progress,Journalの投 稿 規 定 に準 じ､

立体 =[ 日､ イ タ リ ック H_ "､ ゴシ ック Hw M､ ギ リシ ャ文 字 "ギ"､

花 文字 ､大 文 字 ､小 文字 等 を赤 で指 定 して下 さい｡ 又特 に区別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､ Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カケ

ル)､ uとV､ †(ダガー)と+ (プ ラス)､¢と少とF'と¢等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数 式 は 3行 にわた って大 き く書 い て下 さい｡

5. 1行 以 内 に お さま らな い可能性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改 行 の際

の切 れ 目 を赤 で指 定 して下 さい｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原則 と して トレー ス された もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で指 定 して下 さい ｡ 図 の縮丁尺 ､拡 大 は致 しませ ん.

図 の説 明 を含 め 1頁 (13×19cId) 以 内 に入 らない もの､ その ま ま印

刷 で きない図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 め て いた だ きます｡

国 中 の 文字 は才古宇 にいた しませ ん｡ 図 の説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 授 稿 後 の原稿 の訂 正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 御 希望 の方 は投 稿 の際 に50部 以上 10部 単 位 で お申込 み下 さい ｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､別刷 を受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に糸内め て下 さい｡ (郵 便 切 手 に よ る受イ寸は いた し

ませ ん｡)

9. 原稿 締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行詰 に掲 載 され ます｡
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プレプリント案内

〔京都大学基礎物理学研究所〕

2-1 日.Raszillierandu.Schempp

FourierOptics from the Perspective of the HeisenbergGroup

2-2 N.H.Packard and S.Wolfram

Two-DimensionalCellularAutomata

2-3 T.Sakaguchj,K.Kubo and S.Takada

Monte Carlo Simulation forthe in-Plane Susceptibility of

lDSpjn 1/2 and 1XYMode一

2-4 N.KawakamiandA.Okiji

Thermodynamicsof the Highly Correlated DegenerateAnderson

Model ina CrystalField

2-5 C.M.Lung and L.Hang

The Image Forceon the Dislocationneara Finite LengthCrack

Tjp

216 C.M.Lung

lnteractionofa Dislocationwitha Crack

2-7 R.Kumaravadivel

Effective Interionic Pair Potentials in Liquid A lkali Metals

2-8 S. Balasubramanian and M.Tomak

On the Effective Mass Theory for Shallow Donors in Many Valley

Semiconductors

2-9 J.S.Nkoma

Surface Polariton Propagation along an Interface between Two

Metallized Surfaces

2-10 M.Apostol and i.Baldea

Incommensurate Pinning Mechanism in KCP

2-11 Z.-b.Su and L.Yu

Soliton and Polaron Generation in Polyacety lene

2-12 Z･-b･Su}Y･-x･Mang and L･Yu

Quantum Fluctuation of the Order Parameter in Polyacety lene
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プレプ リン ト案内

2-13 G.Mukhopadhyay

onshallow-DeepInstabilityofImpurityLevelinSemiconductors

2-14 C.M.Lung

AnalysisofKic andItsTemperatureDependenceofMetalswith
aSimplifiedDislocationModel

2-15 K.Nuroh

CoreElectronEnergyLossSpectrainMetallicLa

2-16 D.K.ChaturvediandM.P.Tosi

GeneralizedDiffusionandQuasi-E一asticScatteringWidthsin

Two-Dimensional･Systems

2117 R.E.Amritkar

AModelfortheStructuralTransitionsinCuxMo6S8
2-18 R.J.RadwanskiandJ.J.M.Franse

FirstOrderMomentReorientationTransitionsintheR2T17､
HexagonalFerrimagnets

2-19 A.Mookerjee

AnAugmentedSpaceFoy.mulationoftheOpticalConductivityof

RandomSemjconductjngAlloys

2-20 A.MookerjeeandR.P.Singh

VibrationalPropertiesofNixPtl-xAlloys
2-21 Kh.I.PushkarovandM.T.Primatarowa

SolitaryExcitationsinanAnharmonicMolecularChain

2-22 M･S極 iickaandM･Radny

SurfaceStatesandAdsorptioninanExternalElectricField

2-23 M.YussouffandA.Mookerjee

TheoryofNeutronScatteringinDisorderedAlloys

2-24 G.F.S.AbbasandM.Tomak

ElectronicSt;uctureofType-ISuperlattices: AIAs/GaAs(loo),
Ge/GaAs(100)

2-25 M･St官主iickaandL･.Jurpzyszyn
LocalizedElectronicStates: TheSmallRadiusPotential

Approximation
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プレプリン ト案内

2-26 M.Lai,L.Yu,Z.SuandK.Yu

GroundStateEnergyofTwo-DimensionalElectronsinStrong

MagneticFields: SmallClustersinFractionalOccupation
2-27 B.A.OliandJ.S.Ononiwu

MicroscopICTheoryoftheLatticeDynamicsoffccLanthanum

2-28 I.Z.Kostadinov

TheoryofFractionalQuantumHallEffect

2129 M･Stがlicka
SurfaceStatesinOne-DimensionalChain'ofAtoms

2-30 K.R.Subbaswamy

LightScatteringfromCrystals,GlassesandLiquids

2-31 J.Chela-Flores

EvolutionasaCollectivePhenomenon

2-32 D.Ⅰ.Marvakov,A.L.KuzemskyandJ.P.Vlahov

ASelf-ConsistentTheoryoftheMagneticPolaron

2-33 G.SenatoreandL.Blum

SizeEffectsandPolydispersityinIonicMicellarSolutions

withintheMeanSphericalApproximation

2-34 N.N.Bogolubov,Jr.,A.R.Kazaryan,A.M.Kurbatovand
●

V.N.Neskoromnyl

TheDescriptionofSuperradiantStateontheBasisofExact●
EvolutionEquationandItsComparisonwiththeDueseldorf

Experiment

2-35 G･Battistoni>P･Campana>U･Denni,B･D'Ettorre-Piazzoli,

E･Iarocci,M.MeschiniandF.Ronga

SensitivityofStreamerModetoSingleIonizationElectrons

2-36 A.Balerna,E.Bernieri,P.Picozzi,A.Reale,S.Santucci,
E.BurattiniandS.Mobilio

AnExafsandXanesStudyonEvaporatedSmallC一usterofAu

2-37 0.Ciaffoni,M.Coli,M.L.FerrerandL.Trasatti

CAMACandLANIs
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プレプ リン ト案内

2-38 M.Dell-Ariccia,A.Gargano,C.R.NatoliandA･Bianconi

ACalculationofCKIShellX-RayAbsorptionSpectraofC2Hn
(n-2,4,6)OrientedMolecules: CorrelationbetweenPosition

oftheMultipleScatteringResonanceintheContinuumandthe

C-CBondLength

2-39 J.KollasandM.Tombrou

AnAssessmentoftheConsequencesoftheGreekResearchReactor■s

DeslgnBasisAccident: SensitivitytotheMeteorologlCalRecord

2-40 M.TombrouandJ.G.Bartzis

AtmosphericProcessesatCoastalEnvironments
2-41 Ⅰ.A.Aeontia△h∑

IsotopeHydrologyStudyoftheLourosRiverplainArea(G)

2-42 Th.Alexopoulos,M.DrisandD.Lucas

EstimationofMagneticFieldinaRegl0nfromMeasurements

oftheFieldatDiscretePoints

2-43 E.MatsushitaandT.Matsubara

ClusterTheoryofGlassTransitioninRbl_x(NH4)xH2PO4
2-44 T.Murao

Surface-InducedPrecursorEffectofPhaseTransitionandthe

CentralPeak: PraseodymlumMeta一andA-15Compounds

2-45 E.MatsushitaandT.Matsubara

TheoryofUnusualLatticeConstantChangesinGlassyPhase

ofRbトx(NH4)xH2PO4
2-46 K.UedaandT.M.Rice

p-WaveSuperconductivityinCubicMetals
2147 A.Onuki

AHe‡ -HeIIInterfaceandSecondSoundShockWavesnearthe

SuperfluidTransition

2-48 Y.Kuramoto

CooperativeDynamicsofOscillatorCommunity

- AStudythroughLatticeofRings-
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プ レプ リン ト案内

2-49 Y.KuramotoandS.Shinomoto

RandomFrequencyModulationofaForcedNonlinearOscillator
2-50 A.L.deBrito

GasIonizationbyFocusedLaserBeams

G:Greek

ニュース

〔東京大学教養学部〕

o談話会

'84 12月7日 "重い電子系の超伝導〝 上田 和夫氏 (東大 ･工)
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編集後記

私は去年 11月 より編集部に加わ りましたO

まず,議論されたことが投稿が少ないとい うことでした｡それにかわって研究会報告 と講義録

が主要な部分を占めるようになってきていますOそれで過去 10年位前の号で見てみましたO

やは り,いろいろな研究会報告がのっています｡研究の興味の推移 ･研究者の交代がわか り面

白いものでした｡消極的ではあるがこういった資料的意味もあるのか と思いました｡ 細々と家

内工業的に続 くこの雑誌に関係 した以上何 とか意味を見つけていきたいと思います｡

投稿 とい うことでは,若い院生クラスの人々の自己主張 とい う側面があってよいと思います0

何でも勝手なアイデアを主張 してほしいと思いますが--･｡ (A.0.)

物 性 研 究 第45巻第 5号 (昭和60年 2月号) 1985年 2月20日発行

発 行 人 蔵 本 由 紀 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都 大 学 湯川 記 念館 内

印 刷 所 昭和堂印刷所 〒606 京都市百万辺交叉点上′レ東側

TEL(075)721-4541-3

発 行 所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

年額 13,200円
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会員規定

個 人 会 長

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ます｡ した が って､ 3月未 ま

で に な るべ く 1年 間分 会･費 を御 支払 い下 さい｡

をお新規 入 会 お申込 み の場 合 は下 記 の会 費以外 に入会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さい ｡

1年 間 の会 費

1stvolume (4月号 ～ 9月号 ) 3,000円

2nd volume (10月号 - 3月号) 3,000円

計 6,000円

(1年 分 ま とめ て お支払 い が困難この 向 きは lvolume 分 ず つ で ち

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御 利 用 の上 御納 入 下 さい ｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現 金 書留 は御遠 慮 下 さい)

を お通信欄 に送金 内容 を必 ず 明記 して下 さい ｡

雑 誌 購 読 者 以 外 の代理 人 が購 読 料 を送金 され る場 合 ､ 必 ず㌧会員 本

人 の名 前 を明記 して下 さい｡

3, 送 本 中止 の場 合 :次 の V｡lume よ り送 本 中止 を希望 され る場 合 ､

か な らず ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と して は､正 当 な理 由 な く 2

vols.以 上 の会 費 を滞納 され た場 合 には ､送 本 を停 止 す る こ とに な

って い ます の で御 留 意下 さい ｡

5. 一括 送 本 を.受け る場 合･:個 人宛 送 本 中 に大 学 等 で一括 配布 を受 け

る様 に を った場 合 は､ 必 ず ｢個 人 宛 送 本 中止 ､一括 配 布 希望 ｣ の過

知 を して下 さい ｡ 逆 の場 合 も同様 です ｡

6. 送 本 先 変 更 の場 合 :住 所･､勤 務 先 の変 更 等 に よ り送 本 先 が変 った

場 合 は､必 ず送 本 先 変更届 を提 出 して下 さい｡

学 校 ､研 究 所 等機 関 会 長

1. 会 費 :学校 ･研究 所･等 での入 会 及 び個 人 で あ って も公 費払 いの と

きは機 関会＼貝 とみ な し､代金 は､ 1冊 1,100円 ､ 1Vol.6,600円 ､

年 間 13,200円 です｡ この場 合 ､入 会 金 は不 用 です｡ 学校 ､研 究 所 の

会 費 の支払 いは後 払 いで も結構 で す｡ 入会 申込 み を され る時 ､支孤

い に 請 求 ､ 見積 ､納 品書 が各 何~通 必要 か をお知 らせ 下 さい｡

をお､ 当会 の請 求 書類 で は支払 い が で きな い様 で した ら､貴 校 ､

貴 研究 機 関 の言青求 書類 を送付 して下 さ い ｡

2. 送 本 中止 の場 合 :発 行途 上 にあ る volumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 会 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐらい に中止 時 期 を明

記 して ｢退 会 届｣ を送付 して下 さい｡

雑 誌 未 着 の 場 合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい ｡

物 性 研 究 刊 行会

〒606京都 市左 京 区北 白川追 分 町 京 都 大 学湯 川 記念館 内

℡ (075)751-2111内線 7051 (075)722-3540(直通)
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